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令和３年３月１日 第 ８ 号
奈良県下市町教育委員会
教育長 小谷 隆男 発行教育委員会から町民の皆様への情報通信

★今月号の裏面は、「義務教育学校設立の概要と基本理念」

を掲載しました。現時点での候補の１つ「下市あきつ学園」を仮称

としていますが、最終的には学校設置条例により決定となります。

今後も、様々なご意見をいただきながら進めたいと思います。

第２期（令和３年～令和７年）の下市町「教育大綱」が総合教育会議に

おいて策定されました。今後５年間、学校教育や社会教育は、この大綱に

基づいて進めることになります。町民の皆様方には、下市町のホームペー

ジに掲載しますので是非ご覧下さい。教育委員会でもお渡しできます。

下市教育変革期の５年間。未来へ向けて、勇気をもって進めます。

＜目指す子ども像＞（「教育大綱」学校教育の基本方針より抜粋）

○ 変化を前向きに受けとめ、新たな時代を生き抜く子ども

○ 国際社会に目を向けながらも、これからの「下市」を築いていく子ども

全国の義務教育学校豆情報
Ｒ２年現在、全国には１２６校の義務教育学校
があります。北海道から鹿児島まで３７都道府
県に存在し、 奈良県では天
川村、曽爾村、 上北山村の３
村にあります。 小規模校だけ
でなく、東京、 大阪のような
地域にもあり、 下市町が開校
する令和５年 度には、もう少
し増えているこ とでしょう。
その内学校 名に「～学園」

と名付けた学校は７４校。「～小中学校」が１６
校、「～義務教育学校」は１１校、その他少数派
に「～学校、～学院、～学館」などがあります。

★いよいよ新年度からこの校舎が下市小学校の「本校舎」

になります。１１年間の沈黙を破って、久しぶりに子どもたち

が帰ってきます。★平成１２年に善城小学校と秋野小学校が

統合後、平成１５年にこの校舎は建ちました。小ぶりなデザイ

ンですが幼稚園も同じ校舎にありました。★しかし、残念な

がら児童数の減少により、平成２１年度で再統合、わずか７年間の利用でした。★今回、思いがけ

ず復活した２年間、少し嬉しい気持ちになります。★２年後の活用はまだ決まっていませんが、この

絵本の中のお城のようなデザインは、今後も下市町のシンボルになるのではないかと想像します。

町の宝、文化財を守る！
１月２５日、瀧上寺(善城)と立興寺(惣上)の

消防施設点検を行いました。瀧上寺には、重要
文化財「九品来迎図」、「織田信長の書状」等
があり、立興寺には「親鸞聖人画像」がありま
す。決して火災で焼失させるわけにはいきませ
ん。下市消防署の２名の方が敷地内を点検して
くださいました。これでしばらくは安心です。



下市町立義務教育学校設立の概要と基本理念
下市町教育委員会

名 称 下市町立下市あきつ学園 （仮称） ※継続審議中

開 校 令和５年４月１日 （新設）

学校種 義務教育学校 （９年一貫教育の学校【平成２８年法制化】）

所在地 下市町下市3060
校舎概要 （下市小学校校地）

児童生徒 ２００名 （令和５年度推定）

教職員 ４０名（令和５年度推定）

設立の

基本理念

校 章 下市小「桜」と下市中「とんぼ（あきつ）」をデザイン化する。

校 歌 下市小と下市中の校歌の歌詞を一部取り入れ、現代的な曲

調で、落ち着いたテンポの明るく前向きな歌とする。

※１ SDGs …環境、人権、防災、平和、多様性などの観点から、2015国連サミットで採択された17の目標。

※２ あきつ …「とんぼ」の別名。下市町の歌や下市小校歌では、ふるさと下市を「秋津の里」と表現する。

＜新校舎概要＞

○ ３階建て、吹抜階段、地域開放室等

○ 風力、太陽光発電、屋上眺望スペース

○ 100m直走路運動場、25mプール

※１

「みんなで同じことを、同じように」を過度に要求することのない自由

な校風の中で、子どもが個性を輝かせ、主体的に学ぶ姿勢を育む。

○ 自由な校風

社会を生き抜く課題解決力やプレゼンテーション力を重視しながら、
ＩＣＴを活用した新時代の授業に取り組み、基礎学力の定着を図る。

○ 未 来 志 向

共に働き、お互いを尊重する気風を醸成し、人や地域との「絆」をつく

る。ＳＤＧｓの理念と共鳴する持続可能な学校文化を創造する。

○「絆」づくり

※2


